
 
 
第 6 回 ESI シンポジウム 
 

VPP・小規模 DR は生き残れるか？ 
 

主催： 東京大学 生産技術研究所 
エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門（ESI） 

共催： 東京大学先端電力エネルギー・環境技術教育研究センター（APET） 

東京大学エネルギー・資源フロンティアセンター（FRCER） 

東京大学 生産技術研究所 持続型エネルギー・材料統合研究センター 

日時： 2019 年 11 月 21 日（木）13:00 – 17:45（受付開始 12:30） 

場所：東京大学生産技術研究所（駒場リサーチキャンパス内） 
    コンベンションホール（An 棟 2 階） 
 
趣旨 
 
現在大規模な発電所に依存した従来型のエネルギー供給システムが見直されると

ともに、需要家側のエネルギーリソースを電力システムに活用する仕組みの構築が進

められている。工場や家庭などが有する小規模な分散型のエネルギーリソースを、IoT
を活用した高度なエネルギーマネジメント技術により束ね（アグリゲーション)、遠

隔・統合制御することで、電力の需給バランス調整に活用していこうという、いわゆ

る VPP（仮想発電所:バーチャルパワープラント）に注目が集まっている。VPP は、負

荷平準化や再生可能エネルギーの供給過剰の吸収、電力不足時の供給などの機能とし

て電力システムで活躍することが期待されている。しかし、VPP 事業は、実証試験と

しての取り組みは進んでいるものの、実際に社会に実現されるまでの見通しは依然と

して不透明である。容量市場や調整力市場の設計の議論においても、電源 I’にすで

に参加済みの大規模事業所の DR は考慮されているように見受けられるが、小規模な

DR がリソースとして活用されるスキームは見えない。 
VPP、ヒートポンプ給湯機や電気自動車等の小規模 DR はマネタイズできるのか？

できるとすれば、どの市場か？どのような制度設計が必要なのか？実装を阻害してい

る要因はなにか？そもそも実装する価値は本当にあるのか？ 
このような背景のもと、昨年度より活動を開始した東京大学生産技術研究所エネル

ギーシステムインテグレーション社会連携研究部門（ESI）において、VPP、小規模 DR
の可能性について考えるためのシンポジウムを開催する。本シンポジウムでは、VPP・
DR 事業の実証から実装へのジャンプの可能性について、産官学の視点から論点を整

理し理解を深める。 
 
 
 
 

  

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=11Dj1aWA9VMEgsWEaPe8z6NldDKE&amp%3Bll=35.66363119933816%2C139.6789588720743&amp%3Bz=14&ll=35.66331739812286%2C139.6786155493204&z=15
https://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/access/


 
 

プログラム（講演タイトルと講演者は変更される場合があります。） 
 

13:00～13:10 開会挨拶 

13:10～13:50 分散型ｴﾈﾙｷﾞｰﾘｿｰｽを活用したｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑの構築に向けた取組 
経済産業省 資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁 省ｴﾈﾙｷﾞｰ・新ｴﾈﾙｷﾞｰ部 新ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ課  

課長補佐（VPP、DR 担当） 佐久間 康洋 

13:50～14:20 次世代電力ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑと家庭分野 DER 活用のﾌﾛﾝﾃｨｱ 
大阪大学大学院工学研究科/関西電力株式会社  

招聘教授 西村 陽 

14:20～14:50 DER 大量導入時代に求められる送配電事業者と DER の協調の方向性 
東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ株式会社  

取締役副社長 岡本 浩 

14:50～15:20 VPP 事業化に向けた取り組みと課題 
株式会社エナリス エナリスみらい研究所  

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 兼 DREAMS ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ 平尾 宏明 

15:20～15:50 諸外国における Flexibility 活用の動向 
株式会社ディー・エヌ・エー エネルギー事業推進室  

ｼﾆｱﾏﾈｼﾞｬｰ 松尾 豪 

15:50～16:20 小規模 DR の可能性について-ﾓﾃﾞﾙ分析から見えてくる可能性とﾊﾞﾘｱｰ 
東京大学生産技術研究所 ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ社会連携研究部門  

特任教授 岩船 由美子 

（休憩） 

16:30～17:40 パネルディスカッション 
パネラー：各講演者 

モデレータ：ESI 社会連携研究部門 特任教授 荻本 和彦 

17:40～17:45 閉会挨拶 

18:00～19:30 意見交換会 An 棟 2 階ホワイエ 
 

■参加費：シンポジウムのみご参加の方は無料 

■意見交換会費：4,000 円（当日、受付にてお支払いください）  

■申込方法：以下の HP  よりお申込みください。（要事前登録）  
       http://www.energy.iis.u-tokyo.ac.jp/ 

※申込締切 定員に達した時点、または、2019 年 11 月 18 日（月） 

■お問い合わせ：東京大学 生産技術研究所 ESI 社会連携研究部門 事務局  
 電話：03-5452- 6714 FAX：03-5452-6715 E-mail：esi@iis.u-tokyo.ac.jp 

http://www.energy.iis.u-tokyo.ac.jp/
mailto:esi@iis.u-tokyo.ac.jp
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